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(57)【要約】
　隣接チャネル干渉抑制のための方法は、対象の信号及
び１以上の隣接チャネル干渉体を含む合成信号を受信す
ることと、前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の
隣接チャネル干渉源を測定することと、前記対象の信号
を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィル
タのロケーションを調節すること、のステップを有する
。受信機装置は、対象の信号及び１以上の隣接チャネル
干渉源を含む合成信号を受信するように構成されたアン
テナと、前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣
接チャネル干渉源を測定するように構成された干渉測定
回路と、前記対象の信号を取り出すように構成された少
なくとも１つのダイナミックフィルタと、前記対象の信
号を取り出すために前記少なくとも１つのダイナミック
フィルタのロケーションを調節するように構成されたプ
ロセッサとを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信することと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定することと、
　前記対象の信号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーショ
ンを調節すること、
　のステップを備えるＡＣＩ抑制のための方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項１の
方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
域幅及び前記バンドパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記合成信号を中間周波数（「ＩＦ」）に変換することをさらに含む、請求項１の方法
。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項４の
方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
域幅及び前記バンドパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記合成信号をベースバンドに変換することをさらに含む、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタはローパスフィルタである、請求項７の方
法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
域幅及び前記ローパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項８の方法。
【請求項１０】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションを有する第１の隣
接チャネル干渉源と、第２のロケーションを有する第２の隣接チャネル干渉源とを含み、
前記第１のロケーションは前記第２のロケーションと異なる、請求項１の方法。
【請求項１１】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉体は、第１のロケーションにおいて第１の強
度を有する第１の隣接チャネル干渉源と、第２のロケーションにおいて第２の強度を有す
る第２の隣接チャネル干渉源とを含み、前記第１の強度は前記第２の強度と異なる、請求
項１の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、
前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記測定に関する情報
をプロセッサで受信することと、
　前記受信情報に応じて、前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーショ
ンを調整することに関する命令を前記プロセッサで生成すること、
　を含む、請求項１の方法。
【請求項１３】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することは、前
記対象の信号の強度及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定することを含む、
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請求項１の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号の前記強度に対応
させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節する
ことを含む、請求項１３の方法。
【請求項１５】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定することを含む、請求項１３の方法
。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連のある前記対象の
信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも１つのダイナミ
ックフィルタの前記ロケーションを調節することを含む、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信するように構成され
たアンテナと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定するように構成された干渉測定回路と、
　前記対象の信号を取り出すように構成された少なくとも１つのダイナミックフィルタと
、
　前記対象の信号を取り出すために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケー
ションを調節するように構成されたプロセッサと、
　を備える受信装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項１７
の受信装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記バンドパスフィルタの前記ロケーションを調整するように構成
されている、請求項１８の受信装置。
【請求項２０】
　前記合成信号をＩＦに変換することをさらに含む、請求項１７の受信装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項２０
の受信装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記バンドパスフィルタの前記ロケーションを調節するように構成
されている、請求項２１の受信機装置。
【請求項２３】
　前記合成信号をベースバンドに変換するように構成されたコンバータをさらに含む、請
求項１７の受信装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、ローパスフィルタである、請求項２３
の受信機装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記ローパスフィルタの前記ロケーションを調節するように構成さ
れている、請求項２４の受信機装置。
【請求項２６】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションを有する第１の隣
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接チャネル干渉源と、第２のロケーションを有する第２の隣接チャネル干渉源とを含み、
前記第１のロケーションは前記第２のロケーションと異なる、請求項１７の受信装置。
【請求項２７】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションにおいて第１の強
度を有する第１の隣接チャネル干渉源と、第２のロケーションにおいて第２の強度を有す
る第２の隣接チャネル干渉源とを含み、前記第１の強度は前記第２の強度と異なる、請求
項１７の受信装置。
【請求項２８】
　前記測定回路は、前記対象の信号の強度及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉
源の強度を測定するようにさらに構成されている、請求項１７の受信装置。
【請求項２９】
　前記プロセッサは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象
の信号の前記強度に対応させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記
ロケーションを調節するように構成されている、請求項２８の受信装置。
【請求項３０】
　前記測定回路は、前記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定するようにさ
らに構成されている、請求項２８の受信装置。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーション
に関連のある前記対象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少
なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節するように構成された、
請求項３０の受信装置。
【請求項３２】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信することと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定することと、
　前記対象の信号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーショ
ンを調節すること、
　に関するコードを備えるＡＣＩを抑制するための命令を備える機械可読媒体。
【請求項３３】
　前記命令は、前記合成信号をＩＦに変換することに関するコードをさらに含む、請求項
３２の機械可読媒体。
【請求項３４】
　前記命令は、前記合成信号をベースバンドに変換することに関するコードをさらに含む
、請求項３２の機械可読媒体。
【請求項３５】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することに関す
るコードは、前記対象の信号の強度及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定す
ることに関するコードを含む、請求項２８の機会可読媒体。
【請求項３６】
　前記少なくとも１以上のダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することに関
するコードは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号
の前記強度に対応させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケー
ションを調節することに関するコードを含む、請求項２８の機械可読媒体。
【請求項３７】
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することに関するコードは
、前記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定することに関するコードをさら
に含む、請求項３３の機械可読媒体。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節することに関す
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るコードは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連の
ある前記対象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも
１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節することに関するコードを含む、
請求項３０の機械可読媒体。
【請求項３９】
　対象の信号の強度及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定し、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号の前記強度に
対応させるために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーションを調整するよう
に構成されたＡＣＩを抑制するためのプロセッサ。
【請求項４０】
　前記プロセッサは、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源に関するロケーションを測定し、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連のある前記対
象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも１つのダイ
ナミックフィルタの前記ロケーションを調整するようにさらに構成されている請求項３９
のプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に干渉抑制に関し、特には、隣接チャネル干渉(adjacent channel inte
rference)（「ＡＣＩ」）抑制のためのダイナミックフィルタリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムにおける多くの仕様は、十分なレベルのＡＣＩ抑制性能(ACI suppression
 performance)を有するようなモデムを必要とする。通信ネットワークがさらに入り組ん
で(densely)展開されるようになるにつれ、必要なＡＣＩ性能はさらに増加する。モデム
中のＡＣＩ抑制を実施することに対するいくつかのアプローチは、干渉のほんのわずかを
減衰させる(attenuate)、または、対象の信号(signal of interest)の望ましくない部分
を減衰させる、のいずれかをすることができる静的なフィルタを利用する。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、ＡＣＩ抑制に対するダイナミックフィルタリングのアプローチを提供するこ
とにより先の課題を解決する。ダイナミックアプローチは、対象の信号の望ましくない減
衰(attenuation)を最小化する間、干渉の最適な減衰を許可する。
【０００４】
　主題技術の１つの態様によれば、ＡＣＩ抑制のための方法は、対象の信号及び起こりう
る(possibly)１以上の隣接チャネル干渉源(adjacent channel interferers)を含む合成信
号を受信することと、対象の信号及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を測定する
ことと、対象の信号を取り出す(extract)ために少なくとも１つのダイナミックフィルタ
のロケーション(location)（帯域幅及び位置(position)）を調節すること、のステップを
有する。
【０００５】
　主題技術の他の態様によれば、受信装置は、対象の信号及び起こりうる１以上の隣接チ
ャネル干渉源を含む合成信号を受信するように構成されたアンテナと、対象の信号及び起
こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を測定するように構成された干渉測定回路と、対象
の信号を取り出すように構成された少なくとも１つのダイナミックフィルタと、対象の信
号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタの位置を調節するように構成
されたプロセッサと、を有する。
【０００６】
　主題技術のさらに他の態様によれば、受信装置は、対象の信号及び起こりうる１以上の
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隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信するための受信手段と、対象の信号及び起こり
うる１以上の隣接チャネル干渉源を測定するための測定手段と、対象の信号を取り出すた
めのダイナミックフィルタリング手段と、対象の信号を取り出すために少なくとも１つの
ダイナミックフィルタの位置を調節するための処理手段と、を有する。
【０００７】
　主題技術のさらに別の態様によれば、機械可読媒体は、ＡＣＩを抑制するための命令を
含む。命令は、対象の信号及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を
受信することと、対象の信号及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を測定すること
と、対象の信号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタの位置を調節す
ること、に関するコードを有する。
【０００８】
　主題技術のさらに他の態様によれば、ＡＣＩを抑制するためのプロセッサは、対象の信
号及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を測定し、対象の信号を取り出すために少
なくとも１つのダイナミックフィルタの位置を調整するように形成される。
【０００９】
　主題技術の他の態様が次の詳細な説明から当業者に容易に明白となるであろうことは理
解される。ここで、主題技術の種々の態様は、図面と共に示され、記述される。主題技術
は、実現されるであろうように、他の及び異なる態様が可能であり、そのいくつかの詳細
は、主題技術の範囲から逸脱することのない全ての様々な他の点の中で改良が可能である
。したがって、図面及び詳細な説明は、限定的なものとしてではなく自然な実例としてみ
なされるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】主題技術の１つの態様による対象の信号及び２つの隣接チャネル干渉源を含む代
表的な合成信号を示す。
【図２】主題技術の１つの態様による受信機装置を示すブロック図である。
【図３Ａ】主題技術の１つの態様によるＡＣＩの抑制を図を用いて示す。
【図３Ｂ】主題技術の１つの態様によるＡＣＩの抑制を図を用いて示す。
【図３Ｃ】主題技術の１つの態様によるＡＣＩの抑制を図を用いて示す。
【図４】主題技術の１つの態様による受信機装置を示すブロック図である。
【図５Ａ】主題技術の１つの態様によるＡＣＩの抑制を図を用いて示す。
【図５Ｂ】主題技術の１つの態様によるＡＣＩの抑制を図を用いて示す。
【図６】主題技術の１つの態様によるＡＣＩ抑制のための方法を示すフローチャートであ
る。
【図７】主題技術のある態様が実施され得るコンピュータシステムを示すブロック図であ
る。
【詳細な説明】
【００１１】
　図１は、主題技術の１つの態様による代表的な受信信号を示す。合成信号(composite s
ignal)１００は、対象の信号(signal of interest)１０１、２つの隣接チャネル干渉源(a
djacent channel interferers)１０２及び１０３の信号を含む。各隣接チャネル干渉源１
０２及び１０３は、（水平周波数軸に沿う干渉源の幅によって表わされる）帯域幅及び位
置(position)（例えば干渉体が中心に置かれる(centered)周波数）がある。
【００１２】
　ある受信機は、隣接チャネル干渉源１０２及び１０３のような干渉を減衰させるための
静的なフィルタで設計されることができる。静的なフィルタを使用することは、しかしな
がら、帯域幅を時々とても小さくまたはとても大きく減衰させる（例えば、完全には干渉
源を減衰させない、または、対象の信号の望まれない部分を減衰させる）。さらに、干渉
がダイナミックに変化し得る環境では、静的フィルタは、最良に受信信号をフィルタでき
るのは、できるとしても時々でしかないであろう。
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【００１３】
　主題技術の１つの態様によると、図２に示されるような受信機装置は改良されたＡＣＩ
抑制を備える。受信機装置２００は、合成信号１００を受信し、合成信号１００を測定回
路２２０へ供給するように構成されるアンテナ２１０を含む。現在の開示の別の態様によ
れば、測定回路２２０は、対象の信号１０１及び隣接チャネル干渉源１０２及び１０３の
強度及び／またはロケーション(location)を測定し、プロセッサ２３０に測定に関する情
報を供給する。プロセッサ２３０は情報を取得し、応答して、測定された隣接チャネル干
渉源のロケーションに対応させるためにダイナミックフィルタ２４０を調節するための命
令(instruction)を生成する。
【００１４】
　主題技術の１つの態様によれば、ダイナミックフィルタ２４０はバンドパスフィルタで
あることができる。そのような配置では、ダイナミックフィルタ２４０は、対象の信号１
０１のロケーションを整える(align)ために調節されることができる（つまり対象の信号
のそれらの周波数だけを通過させるために）。そのような配置は、図３Ａから３Ｃに関連
してより詳細に示される。
【００１５】
　図３Ａから３Ｃは、現在の開示のある態様によるダイナミックバンドパスフィルタの性
能を示す。図３Ａは、フィルタリングに先立つ合成信号３００を示す。合成信号３００は
、対象の信号３０１及び２つの隣接チャネル干渉源３０２及び３０３を含む。したがって
、一旦対象の信号及び隣接チャネル干渉源の強度及びロケーションが測定されれば、プロ
セッサは、対象の信号３０１に対応するそれらの周波数だけを通過させるためのダイナミ
ックバンドパスフィルタ３０５を形成する。干渉源３０２及び３０３を含む残りの周波数
は、バンドパスフィルタ３０５によって減衰させられる。減衰の結果は、図３Ｃで見るこ
とができる。フィルタされた信号３２０では、減衰させられた干渉体３１２及び３１３は
劇的に小さい振幅を有するため、フィルタされた信号３２０の信号対干渉比（「ＳＩＲ」
）を非常に改善する。
【００１６】
　主題技術の別の態様によれば、ダイナミックフィルタ２４０はノッチフィルタ(notch f
ilter)であることができる。そのような配置では、ダイナミックノッチフィルタ２４０は
、干渉源のロケーションに対応するノッチを有するように調節されることができる。
【００１７】
　ダイナミックフィルタ２４０は、ここでは単一のブロックレベルの要素として示されて
いるが、ダイナミックフィルタ２４０がノッチフィルタである場合、それは、種々の態様
によって多数のダイナミックノッチフィルタを含むことができる。例えば、信号１００の
ような信号については、１つが低減干渉源１０２、１つが低減干渉源１０３である２つの
ダイナミックノッチフィルタを有することが望まれることができる。ダイナミックノッチ
フィルタが利用可能であるよりもより多くの隣接チャネル干渉源が存在する態様では、プ
ロセッサ２３０は、限りなく最良な(best-possible)ＳＩＲを達成するために、どの隣接
チャネル干渉源を減衰させるか、どれを減衰させないかを選択するように構成されること
ができる。あるいは、ノッチフィルタは、多数の干渉源を減衰させるのに十分に広い帯域
幅を持つように構成されることができる（対象の中間信号がそれらの間で存在しない限り
）。
【００１８】
　主題技術の別の態様によれば、ダイナミックフィルタはローパスフィルタであることが
できる。そのような配置は、フィルタリングがベースバンドの変換の後に起こるような受
信機装置中で利用されることができる。図４は、主題技術の１つの態様による１つのその
ような受信機装置を示す。対象の信号１０１及び隣接チャネル干渉源１０２及び１０３が
ベースバンドに変換された後、測定回路４３０は、対象の信号１０１及び隣接チャネル干
渉源１０２及び１０３の強度及び位置を測定し、プロセッサ４４０に測定に関する情報を
供給する。プロセッサ４４０は情報を受信し、応答として、ＡＣＩに対する測定された対
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象の信号の相対的な強度及び位置に対応させるためにダイナミックローパスフィルタ（Ｌ
ＰＦ）４５０を調整するための命令を生成する。
【００１９】
　主題技術の１つの態様によれば、測定回路４３０は、対象の信号及び隣接チャネル干渉
源１０２及び１０３の強度のみを測定するように構成さることができる。この態様では、
プロセッサ４４０は、隣接チャネル干渉源１０２及び１０３に対する対象の信号の相対的
な強度に対応させるダイナミックローパスフィルタ４５０を調節するように構成される。
この点に関して、１つの検出されたＡＣＩが強ければ、ローパスフィルタ４５０の帯域幅
は、より強いＡＣＩが存在する対象の信号の横に縮小される(reduced)ことができる。
【００２０】
　図５Ａ及び５Ｂは、現在の開示のある態様によるダイナミックローパスフィルタの性能
を示す。図５Ａは、ローパスフィルタリングの前５００及び後５１０の受信信号を示す。
受信信号５００は、対象の信号５０１及び隣接チャネル干渉源５０２の信号を含む。従っ
て、一旦対象の信号５０１及びＡＣＩ５０２の強度及びロケーションが測定されれば、プ
ロセッサは、対象の信号５０１を取り出すためにダイナミックローパスフィルタ５０５を
形成する。ローパスフィルタ５０５は、フィルタ５０５がネガティブ周波数(negative fr
equency)で中心に置かれるように、フィルタの右手側に強い減衰（enhanced attenuation
）を備えて構成される。
【００２１】
　図５Ｂは、ローパスフィルタリングの前５２０及び後５３０の受信信号を示す。受信信
号５２０は、対象の信号５２１及び２つの隣接チャネル干渉源５２２及び５２３を含む。
ＡＣＩ５２２はＡＣＩ５２３よりも強い。したがって、一旦対象の信号５２１及びＡＣＩ
５２２及び５２３のロケーションが測定されれば、プロセッサは、対象の信号５２１を取
り出すためにダイナミックローパスフィルタ５２５を形成する。ローパスフィルタ５２５
は、両側に強い減衰を備えるが、右手側ではより一層強い減衰を備えて構成される。その
結果、フィルタ５２５は、ネガティブ周波数で中心に置かれる。
【００２２】
　主題技術の１つの代表的な態様によれば、ＡＣＩ強度測定アルゴリズムは、３ｄＢの帯
域幅BWDetでfcenter, fright 及び fleft Ｈｚの中心に置かれたフィルタで、信号パワー
レベルPcenter、ＡＣＩパワーレベルPright及びPleftを評価する(estimates)。そして、
ローパスフィルタでのＡＣＩの抑制は、以下の論理にしたがって続くことができる。
【００２３】
もし (Pcenter/Pright ＜閾値、Pcenter/Pleftt ＞閾値)であれば、{
　　　　３ｄＢ落ちた(reduced)帯域幅のＬＰＦを介して、より高い周波数側で受信信号
を通過させる。
【００２４】
}
または、もし(Pcenter/Pright ＞閾値、Pcenter/Pleftt ＜閾値)であれば、{
　　　　３ｄＢ落ちた帯域幅のＬＰＦを介して、より低い周波数側で受信信号を通過させ
る。
【００２５】
}
または、 (Pcenter/Pright ＜閾値、Pcenter/Pleftt ＜閾値)であれば、{
　　　　３ｄＢ落ちた帯域幅のＬＰＦを介して、両側で受信信号を通過させる。
【００２６】
}
　対象の信号及びＡＣＩの測定は特定のアルゴリズムに関して上記されたが、当業者は、
対象の信号及びＡＣＩを測定するために多くの他の方法のうちの任意の１つが使用され得
ることを認識するだろう。したがって、本発明の範囲は、ここで記述される対象の信号及
びＡＣＩを測定するための特定の配置に限られることはなく、むしろ、当業者が知る対象
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の信号及びＡＣＩを測定するための任意の技術を含む。
【００２７】
　図６は、主題技術の１つの態様によるＡＣＩ抑制のための方法を示すフローチャートで
ある。この方法はステップ６０１で始まり、ここでは信号が受信される。受信信号は、対
象の信号及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源を含む。ステップ６０２で、合成信
号が随意にベースバンドに変換される。ステップ６０３で、対象の信号及び起こりうる１
以上の隣接チャネル干渉源の強度及び位置が測定される。ステップ６０４で、ダイナミッ
クフィルタのロケーションが対象の信号を取り出すために調節される。
【００２８】
　１つの態様によれば、測定ステップ６０３は、対象の信号及び起こりうる１以上の隣接
チャネル干渉源の強度のみを測定することを含むことができる。そのような配置では、調
節ステップ６０４は、測定された強度に対応する少なくとも１つのダイナミックフィルタ
の位置を調節することを含むことができる。
【００２９】
　図７は、態様が実施され得るコンピュータシステム７００を示すブロック図である。コ
ンピュータシステム７００は、情報を通信するためのバス７０２または他の通信機構、及
びバス７０２と接続された情報を処理するためのプロセッサ７０４を含むことができる。
コンピュータシステム７００は、さらに、バス７０２と接続されたランダムアクセスメモ
リ（「ＲＡＭ」）または他の動的な記憶装置のような、プロセッサ７０４によって実行さ
れる情報及び命令を格納するためのメモリ７０６を含むことができる。メモリ７０６は、
さらに、プロセッサ７０４によって実行される命令の実行中に、一時変数または他の中間
情報を格納するために使用されることができる。コンピュータシステム７００は、磁気デ
ィスクまたは光ディスクのような、バス７０２に接続され、情報及び命令を格納するため
のデータ記憶装置７１０をさらに含むことができる。
【００３０】
　コンピュータシステム７００は、陰極線管（「ＣＲＴ」）または液晶ディスプレイ（「
ＬＣＤ」）のような、コンピュータユーザへの情報を表示するための表示装置（図示せず
）とＩ／Ｏモジュール７０８を介して接続されることができる。例えばキーボードまたは
マウスのような入力装置は、さらに、プロセッサ７０４への情報及びコマンドの選択を伝
えるために、Ｉ／Ｏモジュール７０８を介してコンピュータシステム７００に接続される
ことができる。
【００３１】
　主題技術の１つの態様によれば、ＡＣＩ抑制は、メモリ７０６に含まれている１以上の
命令の１以上のシーケンスを実行するプロセッサ７０４に応答してコンピュータシステム
７００によって実行される。そのような命令は、データ記憶装置７１０のような別の機械
可読媒体からメモリ７０６に読み込まれることができる。メインメモリ７０６に含まれる
命令のシーケンスの実行は、ここに記述される処理ステップをプロセッサ７０４に実行さ
せる。多重処理配置における１以上のプロセッサも、メモリ７０６に含まれる命令のシー
ケンスを実行するために使用されることができる。代替となる態様では、ハードワイヤー
ド回路は、種々の態様を実施するために、ソフトウェア命令の代わりとして、または、ソ
フトウェア命令と結合して使用されることができる。したがって、態様は、ハードウェア
回路及びソフトウェアの任意の特定の組合せに制限されない。
【００３２】
　ここで使用される用語「機械可読媒体」は、実行用のプロセッサ７０４に命令を供給す
ることに関係する任意の媒体を指す。そのような媒体は、限定されないが、不揮発性媒体
、揮発性媒体及び伝送媒体を含む多くの形式をとることができる。不揮発性媒体は、例え
ば、データ記憶装置７１０のような光学または磁気ディスクを含む。揮発性媒体は、メモ
リ７０６のような動的なメモリを含む。伝送媒体は、バス７０２を備えるワイヤを含む同
軸ケーブル、銅線及び光ファイバ(fiber optics)を含む。伝送媒体は、さらに、無線周波
数及び赤外線データの通信中に生成されるもののような音響波または光波の形式をとるこ
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るフロッピー（登録商標）ディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テー
プ、任意の他の磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、任意の他の光学媒体、パンチカード、
紙テープ、穴のパターンを備える任意の物理媒体、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＦＬ
ＡＳＨ　ＥＰＲＯＭ、任意の他のメモリチップまたはカートリッジ、搬送波または任意の
他の媒体を含む。
【００３３】
　当業者は、種々の実例となるブロック、モジュール、エレメント(elements)、コンポー
ネント(components)、方法、及びアルゴリズムが電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェアまたは両方の組合せとして実施されることができることを認識するだろう。さらに
、これらは、記述されるものとは異なって分離されることができる。ハードウェアとソフ
トウェアのこの互換性を示すために、種々の実例となるブロック、モジュール、エレメン
ト、コンポーネント、方法およびアルゴリズムは、それらの機能性の観点から一般に上記
説明されてきた。そのような機能性がハードウェアまたはソフトウェアとして実施される
かどうかは、全体のシステムに課された特定のアプリケーション及び設計制約に依存する
。当業者は、各特定のアプリケーションの方法を変える際に記述された機能性を実施する
ことができる。
【００３４】
　開示されたプロセスのステップまたはブロックの特定の順番または階層が代表的なアプ
ローチの実例であることは、理解される。設計選択に基づいて、プロセスのステップまた
はブロックの特定の順番または階層が再編成され得ることは理解される。付随する方法は
、見本となる順番の種々のステップの現在のエレメントを要求し、特定の順番または階層
に限定されることは意図されていない。
【００３５】
　先の記述は、いかなる当業者もここに記述された種々の態様を実行することを可能にす
るために提供される。これらの態様に対する種々の改良は、当業者に容易に明白になるだ
ろう。ここで定義された一般的な法則は、他の態様にも適用されることができる。したが
って、請求項は、ここに示された態様に限定されるように意図されないが、言語上の請求
と一致する十分な範囲が与えられることになり、単数のエレメントへの言及は、特にその
ように述べられていない限り、「１及び１のみ」を意味するようには意図されず、むしろ
、「１以上」である。特に何か述べられていない限り、用語「いくらか」は１以上を指す
。男性的な（例えば彼）代名詞は、女性、中性の性別（例えば、彼女、それ）を含み、逆
も同じである。当業者に知られた、または後に知られることになるこの開示を通じて記載
された種々の態様の要素への全ての構成上の及び機能上の等価物は、参照によって明らか
にここに組込まれ、請求項によって含まれるように意図される。さらに、ここに示された
いかなるものも、そのような開示が請求項で明示的に示されるかどうかにかかわらず公に
捧げられるようには意図されない。請求項の要素は、その要素が明確に句「ための手段」
を使用して示されていない、または、方法の請求項の場合には、その要素が句「するため
のステップ」を使用して示されていない限り、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２の第６段落の条
件の下で解釈されるように意図されない。
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